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り

ん

に

わ

い

第
十
六
期
は

『輪
意
和
以
』

“
ぼ
８
．∽

和

ｏ
ｏ
＝
”
の
活
動
テ
ー
マ
の
中
、

『和
』
を

基
本
理
念
と
し
、
実
践
を
通
し
て

『和
』

の
充
実
を
図
り
、
神
浄
青
三
信
条
で
あ
る

【自
行

・
化
他

・
和
合
】
の
も
と
、
会
員

が
自
ら
の
手
で
各
事
業
に
携
わ
り
、
創
り

上
げ
る
過
程
で
の
楽
し
さ
や
つ
ら
さ
、
そ
し

て
円
成
し
た
時
の
充
実
感
や
達
成
感
を
共

有
し
、
友
情
を
育
み
、
会
員
一人
一人
の
こ

こ
ろ
意
を
大
き
な
輪
と
で
き
る
よ
う
委
員

会
を
設
置
し
活
動
を
致
し
ま
し
た
。

省
み
ま
す
と
、
宮
林
第
十
三
代
会
長
よ

り
歴
代
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
輩
上

人
よ
り
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史

と
伝
統
あ
る
神
浄
青
の
法
灯
を
、
浅
学
非

才
な
私
が
一期
二
年
の
活
動
を
無
事
遂
行
で

き
ま
し
た
の
も
偏
に
執
行
部
、
各
組
常
任

理
事
並
び
に
理
事
各
位
、
そ
し
て
会
員
諸

師
の
お
蔭
と
あ
ら
た
め
て
御
礼
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
第
十
六
期
は
、
当
会
創
立
三
十
周

年
や
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
浄
土
宗
青
年
会
総
会
並

び
に
研
修
会
の
開
催
担
当
教
区
と
い
つ
事

も
あ
り
、
一名
で
も
多
く
の
会
員
諸
師
に
活

動
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、
各

組
の
総
会
に
挨
拶
ま
わ
り
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
日
頃
県
執
行
の
事
業
に
諸
般

の
事
情
に
よ
り
な
か
な
か
参
加
で
き
な
い
会

員
の
方
々
と
接
し
、
県
の
事
業
に
対
し
て
ご

理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
事
で
、
会
員
諸

師
の
英
知
を
集
結
し
諸
事
業
を
遂
行
で
き

ま
し
た
事
は
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
事
で
あ

り
ま
す
。

浄
青
活
動
の
根
底
は
、
青
年
僧
と
し
て

宗
祖
法
然
上
人
立
教
開
宗
の
精
神
に
基
づ

第
十
六
期
会
長
退
任
挨
拶

第
十
四
代
会
長
　

夏

見

　

裕

貴

き
、
会
員
相
互
の
研
鑽
と
親
睦
の
中
で
、

多
様
化
す
る
社
会
に
対
し
て
ど
う
お
念
仏

を
広
め
て
い
く
か
、
そ
の
時
代
時
代
に
即
し

た
柔
軟
な
発
想
や
活
動
が
大
切
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
同
じ
志
を
持
っ
た
会
員
が
ひ
と

つ
の
方
向
に
進
む
事
で
、
よ
り
一層
深
く
そ

し
て
強
い
絆
が
生
ま
れ
友
情
が
芽
生
え
る

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
活
動
を
通
し
自
ら

が
体
験

。
経
験
し
た
事
は
、
将
来
必
ず
自

坊
や
檀
信
徒
教
化
に
活
き
て
く
る
も
の
と

確
信
致
し
ま
す
。

最
後
に
一期
二
年
間
、
第
十
六
期
に
対

し
ま
し
て
深
い
」
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
し
た
教
区
役
職
者
、
大
本
山
光
明
寺
、

教
区
内
諸
大
徳
、
神
浄
青
歴
代
会
長
並
び

に
諸
先
輩
、
教
区
関
係
諸
団
体
各
位
に
衷

心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
、
浄
土
宗

神
奈
川
教
区
青
年
会
第
十
四
代
会
長
と
し

て
の
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
　
合
掌

第 17期
マスコットキャラクター

シュンさ春

マスコットキャラクター

ユウくん

第 16朗
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この度、「自信教人信」～今すべきこと
～の活動テーマのもと、第17期渡部会長
に幹事の大役を任され、身の引き締まる思
いです。
神奈川浄青の活動に参加するようになっ

てから十数年がたち、今の年齢になって見
えてくるものや問題点・気づいたところ等を

盛り込み、執行部・各組理事達と協力し、

そして違った角度で見ながら、若い力が発

揮できるように支援する役が担えればと考え

ます。
微力ながら野口監事とともに第17期神奈
川浄青活動の発展を見守っていきたいと思
います。
よろしくお願い致します。

この度、第 15代会長渡部俊賢上人の
ご指名により、神浄青第 17期の相談役を

務めさせていただきます。
18歳の時より当会に入会させていただき、
二十数年にわたって諸先輩方よりご教示い

ただいたものを、そして経験し培ったものを

少しでも渡部会長をはじめとする第 17期神
浄青へお返しする事ができればと思ってお

ります。

渡部会長が掲げる活動テーマ 『自信教

人信』一今すべきこと一の実践の場、研

修の場として会長が意とする事を執行部を

はじめ会員諸師に伝えるとともに、自分自身

をみつめ原点に立ち返り、活動や諸事業

が無事遂行できるよう相談役という立場で

精一杯務めさせていただきたいと思います。

何卒宜しくお願い申し上げます。

合掌

劇 潮 潮 剥 編

今期、第15代渡部会長のもと、書記を

務めさせていただきます。書記という字を

辞書で引くと「文字を書きじるすこと。記
録を残すために文字を書きじるす職。かき
やく。Jと出ています。その文字通り、今
期の理事会等の記録を残すため文字を書
きじるし、正確な議事録を作成し、今期

事業が円滑かつ有意義に遂行されるよう

努力してまいりたいと思っております。そし
て、そこには今期の活動方針である「自

信教人信」～今すべきこと～を常に念頭
におきながら、書記として今すべきことは

何なのか、あるいは浄青会員として浄土

宗の一僧侶として今すべきことは何なのか

を常に見きわめ、自行化他和合に取り組
んでまいりたいと思っております。しかしな
がら初めて務める書記という職務、皆様
方には多 ご々迷惑をおかけするかもしれま
せんが、どうぞご指導の程よろしくお願い

致します。

1上

聖号十念
この度、神浄青の副会長として中郡
組浄青から出向させて頂く事となりましたc

思い返せば大正大学卒業後から参加さ
せて頂きました浄青活動も、残すところ

数年となりました。浄青活動を通じ、多
くの諸先輩から学んだ事やたくさんの出

会いは自分自身の財産であります。第
17期神浄青の副会長を務めるにあたり、

微力ではありますが渡部会長を支え、自
分自身が神浄青から頂戴した恩恵を、

少しでも返していくつもりで活動に臨む所
存であります。2年 間どうぞ宜しくお願い

申し上げます。 合  掌

H卜 十刊旧 Ⅲ 降‖Ⅲ h―

第17期渡部会長のもと編集委員長と云

う大役をお受けする事になりました中郡組
の小山でございます。歴代の編集委員
長に比べ大変微力でございますが、2年

間皆様のご指導ご協力をお願い致し私含
めまして9名の編集委員で一生懸命がん

ばりますのでよろしくお願いいたしますc

編集委 員

「

Ｊ
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月 日 内 容 場 所

4月  5日 鯛) 関東三大本山別時念仏会 大本山増上寺

15日 (付 第1回理事会 大本山光明寺

26日 鯛) 定期総会、神浄青入会式・卒業式・宗義研修会 大本山光明寺

5月 26日 ∞ 第2回理事会 大本山光明寺

26日 (→ 新旧役員歓送迎会 鶴ヶ岡会館

6月  1日 ∞ 機関紙 『浄青神奈川』第31号発行

15日 (大)～ 16日 ∞ 第32回関ブロ浄青総会並びに研修会 (埼玉教区) 浦和国イヤルバインズホテル

29日 CЮ 宗義研修会 大本山光明寺

7月 2日 ⑥ 大本山光明寺開山忌前清掃奉仕、第3回理事会 大本山光明寺

28日 (水)～30日 ③ 第57回夏期僧堂手伝い (関東地方教化センター・神奈川教区) 大本山光明寺

8月 27日 0 第34回全国浄土宗青年会中央研修会 (北海道ブロック) 札幌後楽園ホテル

9月 6日 偏 ) 第4回理事会 大本山光明寺

14日 CЮ 関東三大本山別時念仏会 (神奈川教区) 大本山光明寺

(予 定 ) 日想観別時念仏会 大本山光明寺

(予 定 ) 法式研修会  法服について 大本山光明寺

10月  8日 0 大本山光明寺十夜前清掃奉仕、第5回理事会 大本山光明寺

14国 内 十夜托鉢・十夜法要手伝い 大本山光明寺

19日 OЮ 第22回関プロ浄青スポーツ交流大会 (長野教区)____、 ホワイトリンク・メインアリーナ

11月
~―

) 神奈川教区長杯シ17ドボ三ル大会 中郡組担当 未定

(予 定 ) 第6回理事会、宗義研修会 大本山光明寺

12月  (未 定 ) 対内紙 『N!CE BOS巨 通信J第9号発行
14日 ∞ 忘年会 未定

1月  (予 定 ) 第7回理事会 大本山光明寺

24日 編) 宗義研修会、御忌別時念仏会 大本山光明寺

2月  (下 旬予定 ) 全国浄土宗青年会代表者研修会 大本山増上寺

3月  (予 定 ) 他宗団見学 (坐禅体験 )

(予 定 ) 日想観別時念仏会 大本山光明寺

(予 定 ) 第8回理事会 大本山光明寺

(予 定 ) 神浄青チャリティースポーツ交流大会 未定

平成 16年度 浄土宗神奈川教区青年会 事業計画

|

|

|

|

10月 19日 (火)開 催
我々神浄青は昨年の大会において第 3位という好成績をおさめることができました。第 1
20年もの長き間、他教区に譲つている優勝杯を今年こそ神奈川に持ち帰りましょう !

会場は長野オリンピックフィギアスケート会場であつた「ホワイトリンク・メインアリーナ」

ガヽ
白
回大会より
の予定

神印聞夢クリティ〇

平成 17年3月 開催予定
第 17期より、「チャリティースポーツ交流大会」と題しまして、神浄青の会員でスポーツを通して、交

流を深め更にチャリティーという形で地域社会へ寄付しようという企画をたてました。日頃、体を動かす機

会の少ない会員の皆様、この機会に奮つてこ参カロ頂き、チャリティーにこ協力くださいますよう宜しくお願

いします !
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県 内 浄 青 8組 平 成
4月 13日 開催の鎌倉組青年会総会にて、平成16年度 。17年度の会長に選出されました、延命寺の営間伸行です。

小生が会長をつとめる今期2年間は、柴田哲彦先生にご指導頂いている勅修御伝の講読研修会、港南組との合同法式研修会、

歳末助け合い托鉢、忘年会を昨期に引き続き開催いたしますが、今期は法式の勉強により力を入れたいと考えております。

講師に法儀司・福西賢兆先生をおむかえし、日常勤行式、六時礼讃、四誓侶、阿弥陀経などの普段おとなえする偶文やお経を勉強

していく予定です。

おとなえする機会の多いお経をあらためて丁寧におとなえし、それらのもつ意味をかみしめ、しっか
'り

と自分のものとすることで、浄土

宗教師としての自信を確立し、教化活動につなげることができるのではないか、と考え、新たな事業といたしました。

また小生自身は、今期は神浄青執行部においても事務局員をつとめますので、渡部会長のもと神浄青事業の遂行を精一杯お手伝

いしたいと存じます。また、組会長として、組会員が神浄青の事業に積極的に参加するよう促したいと考えています。

副会長の吉田佳之上人、事務局の成実洋史上人、会計の曇瀬弘昌上人をはじめ皆様のご協力を頂戴して、2年間を無事、実り

あるものとしたいと考えてお
'り

ますので、ご支援ご協力のほどなにとぞよろしくお願い申し上げます。

余郷有聡上人の後を受け第13期 三浦組浄青会長を務めさせてさせて頂くことに成
'り

ました、松原尚樹です。ここ数年、三浦組は研

修会等の活動により、会員の親睦がある意味に於いて、一段と深まって参|,ました。そうした三浦組カラーを継承しつつ、会員一人一

人が新たな色を発見出来ればと思ってお|ります。

その為にも、今期三浦組は一昨年より研鑽して参りました、慶野匡文上人による伝道研修会 (法然上人の御教え 御念仏を、どうし

たら人々に信じ求めてもらえるか?又、その御教えをどの様に伝えて行けばよいか?)。 そして、吉水祥史上人 杉浦定徳上人による法式

研修会 (今だから聞ける威儀方 法服法 執持法)を今一度初心に戻り勉強して行く予定です。

又、今年度は三浦組が大本山光明寺十夜法要唱導師をお勤めする年に当た
'ソ

ます。昨年同様、十夜出仕等の活動にも積極的に

参加 精進して参
'ノ

たいと考えてお
'プ

ます。

若い会員が多い中、40歳を過ぎてのこの大役。私自身、至らぬゆえ何かと皆様には御迷惑をおかけしますが、次の世代に良い橋渡

しが出来ればと思います。今後とも三浦組青年会を宜しくお願い致します。

この度、中郡組浄土宗青年会の会長を務める事になりました阿弥陀寺の斎藤匡念です。 さて、今期の中郡組浄青ですが、「念

ずること・・・今、今しなければ」をテーマに本年度、4回の念仏会・家族親睦会。日本一の富士山頂登山
。新年会を行って行く

中で、来年度に各会員寺院での浄青の協力を得ての行事 。事業等の開催実現へ向けての準備をして参
'り

ます。また、渡部神浄青

会長のもと「今すべき」浄青活動、そして各組の勉強会、事業等にも積極的に参加させて頂くつも
'ノ

です。尚、平成16年度の神

浄青ソフトボール (教区長杯 )担当組ですので開催にあたっての準備にも力を注ぎたいと思います。

すべきこと、頭ではわかっているが行動実践が伴わない。そんな私たち浄土宗青年僧侶 (極楽往生を願う永遠の友)が刺激しあい

共に考え、強い意思をもって実践して行きたいと思います。

無駄なことなど何一つない、失敗、恥をかくことを恐れず一緒に苦しみ楽しみましょう。

平成16年度より新たに小田原組の会長となりました。任期の2年間頑張|ります。しかし、気が付けば、私自身浄青会員でいられ

るのもあと数年になってしまいました。

浄青の会員数は、決して少なくない小田原組ですが、そのほとんどの会員が会社などの勤務で、残念ながら浄青活動に常時参加

出来ないと云うのが現状です。そのような事情から、神浄青の活動にも数年来、毎度おなじみの顔ぶれしか参加出来ず、少なから

ず申し訳無い思いをしてお
'り

ました。これからは、あらたに浄青活動に参加出来る人員を増やすべく、小田原組内の活動から少しずつ、

それらの会員とコミュニケーションをはかり、参加する意欲を駆り立てていきたいと思ってお
'り

ます。本年度からの事業としては、詳しい

内容は未定ですが、今まで参加出来なかった会員が参加しやすく交流出来る場を設けることが出来ればと考えています。そして、例

年行っている小田原組年末托鉢街頭募金には、一人でも多くの新しい顔ぶれで小田原駅駅頭に立てればと思っております。また、

小田原組の恒例事業となりつつあるOBとの研修旅行も、前会長の時にはとうとう海外まで進出してしまいましたが、今年は果たして

何処になるやら。と云う事で、 “会員の更なる交流"を本年度の小田原組の主題としていきたいと思います。
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三浦組 不断寺
杉浦 定徳 上人

十
五
年
度
を
も
っ
て
浄
青
会
員
を
卒
業
し

ま
し
た
。
振
り
返
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出

が
あ
り
ま
す
。
老
後
に
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を

振
り
返
る
の
が
、〈
フ
か
ら
楽
し
み
で
す
。
そ
れ

だ
け
神
浄
青
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
え
た
事
は
、

今
の
自
分
に
多
大
な
経
験
と
影
響
を
も
た

ら
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
そ
れ
は
求
め
た
が

故
に
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
「出
会
い
」
と
言
う
も
の
が
、ま
さ
に
そ

の
い
い
例
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
偶
発
的
な
出

会
い
の
場
が
、自
分
に
と
っ
て
の
浄
青
会
で
し

た
。
そ
れ
は
時
に
衝
突
を
生
み
、
反
目
を
生

じ
た
事
を
見
た
り
実
際
に
味
わ
っ
た
事
も
あ

り
ま
し
た
。
失
敗
が
あ
り
、
励
ま
し
が
あ
り
、

爆
笑
が
あ
り
、
感
動
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
い
ろ
い
ろ
な
事
を
自
分
の
人
生
に
織
り

な
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
求
め
て
こ
そ
壁

が
見
え
、
乗
り
越
え
て
こ
そ
大
き
な
達
成
感

が
あ
り
、
自
信
に
つ
な
が
り
、
相
手
を
知
り
、

認
め
る
心
が
培
わ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

「自
行
・化
他
・和
合
」
本
当
に
す
ば
ら
し
い

会
だ
と
思
い
ま
す
。
大
好
き
で
す
。
更
な
る
発

展
を
祈
り
つ
つ
微
力
な
が
ら
応
援
し
ま
す
。

港北組 龍雲寺
平元 正法 上人

神
浄
青
の
活
動
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
つ
い
十

数
年
前
の
こ
と
で
す
が
、
浄
青

な
し
に
は
今
の
自
分
が
無
い
と

言
弓
て
い
い
程
、
二息
義
の
有
る
思

い
出
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

様
々
な
活
動
の
中
で
も
特

に
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
平
成
九

年
三
月
、
阪
神
淡
路
大
震
災
後

の
現
場
で
の
寺
院
救
援
作
業

の
手
伝
い
。
寒
さ
厳
し
い
寺
に

寝
泊
り
し
な
が
ら
の
参
加
は
少

し
で
も
役
に
立
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
施
し
の
喜
び
を
得
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
御
忌
別
時

念
佛
、
〈ふ
佛
行
脚
の
参
加
や
他

宗
教
団
研
修
な
ど
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成

十
二
年
度
か
ら
二
年
間
⊆
旦
り
、

宮
林
会
長
の
も
と
海
外
小
学

校
支
援
事
業
で
は
、〈
バ
員
の
皆

様
の
多
大
な
る
お
力
添
え
に

よ
リ
タ
イ
王
国
ブ
リ
ラ
ム
の
地

に
校
舎

一棟
を
建
設
寄
贈
、
感

動
的
な
落
成
式
を
円
成
で
き

ま
し
た
こ
と
は
今
で
も
強
く
こ

こ
ろ
に
残
っ
て
い
ま
す
。

忘
れ
得
ぬ
貴
重
な
思
い
出
は

ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

活
動
そ
れ
自
体
の
意
義
は
も

と
よ
り
、
活
動
を
通
じ
て
多
く

の
会
員
ど
う
し
が
お
互
い
に
協

力
し
、
時
に
は
叱
ら
れ
時
に
は

励
ま
し
な
が
ら
共
に
感
動
を

分
か
ち
合
い
、和
合
で
き
た
こ
と
、

こ
れ
が
何
よ
り
も
貴
重
な
宝

と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
い
た
ら
ぬ
身
で
は
あ
り

ま
す
が
浄
青
卒
業
後
も
変
わ

ら
ぬ
お
つ
き
合
い
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

小田原組 発心寺
田辺 裕誠 上人

桜
花
爛
漫
の
春
、
四
十
三
歳

を
迎
え
、
〈
フ
浄
青
を
卒
業
す
る
。

色
々
あ
っ
た
。
色
々
さ
せ
て
頂
い

た
。
そ
の
中
で
多
く
の
皆
と
出

会
え
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ

た
い
。
が
む
し
ゃ
ら
だ
っ
た
一
一十
代
、

楽
し
か
っ
た
三
十
代
、そ
し
て
「静
」

の
四
十
代
。
皆
な
つ
か
し
い
。

最
近
、
眼
鏡
な
る
も
の
を
持

ち
始
め
た
。
不
自
由
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
分
若
い
頃
見
え

な
か
っ
た
も
の
が
見
え
、
何
か
に

気
付
き
始
め
た
気
が
す
る
。

浄
青
会
員
の
み
な
さ
ま
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
，ｃ
う

べ
頭
を
垂
れ
お
礼
申
し
上
げ
た

い
。「礼
」
を
尊
ぶ
こ
と
は
と
て
も

大
事
で
あ
る
。
そ
の
一つ
に
、
浄

青
を
発
展
さ
せ
て
く
れ
た
諸
先

輩
の
努
カ
ヘ
感
謝
申
す
べ
く
頭

を
垂
れ
る
礼
。
そ
し
て
、
フこ
れ
か

ら
も
浄
青
を
よ
ろ
し
く
と
托
し

願
う
礼
。

最
後
、
悠
久
の
時
を
か
み
し

め
つ
つ
、
静
か
に
筆
を
納
め
置
く
。

南
無
阿
弥
陀
仏
。

三浦組 清浄寺
磯部 仁香 上人

長
い
間
、
神
奈
川
浄
青
の
皆

様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
て
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
ま
り
活
動
に
出
席
で
き
ず
、

い
つ
も
迷
惑
ば
か
り
お
か
け
し
、

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
学
生
生
活
が
長
く
、
一
一

十
五
歳
頃
入
会
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
入
会
当
時
は
僧
侶
と

し
て
の
自
党
も
あ
ま
り
な
く
、

基
本
的
な
所
作
す
ら
ま
と
も

に
で
き
ず
に
居
り
、
自
分
自
身

こ
の
先
僧
侶
と
し
て
勤
め
ら
れ

る
も
の
か
、
大
変
不
安
に
感
じ

て
お
り
ま
し
た
。

最
初
に
三
浦
組
総
会
に
出

席
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
知

ら
な
い
方
ば
か
り
で
、
緊
張
し

ど
う
し
で
し
た
。
そ
の
後
、
組

内
先
輩
の
勧
め
で
行
っ
た
金
沢

女
子
寮
へ
の
花
祭
リ
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
皮
切
り
に
、
そ
の
後
の
糧

と
な
る
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て

頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
戸
塚
か

ら
光
明
寺
ま
で
の
念
仏
行
脚
・

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
海
外
仏

教
国
支
援
事
業
等
々
、
ま
た
組

内
で
は
、
ハ
ワ
イ
引
声
法
要
・海

外
研
修
。バ
！
ベ
キ
ュ
ー
大
会
等
々
、

色
々
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

特
に
海
外
仏
教
国
小
学
生
支

援
事
業
で
は
実
行
委
員
を
務

め
さ
せ
て
頂
き
、
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
浄
青
の
目
的
に
、
Ｔ
バ

員
相
互
の
研
鑽
と
親
睦
を
図
り
、

社
会
教
化
に
尽
く
す
』
と
あ
る

よ
う
に
、
一人
一人
の
力
は
小
さ

く
と
も
、
〈
一
員
の
力
が
結
集
す

れ
ば
、
フ」
ん
な
に
も
素
晴
ら
し

い
活
動
が
で
き
る
と
い
つ
こ
と
を
、

身
を
以
っ
て
実
感
い
た
し
ま
し

た
。

昨
今
の
社
会
で
は
様
々
な

問
題
が
起
き
て
お
り
ま
す
。
社

会
事
情
を
考
え
ま
す
と
、
浄
青

と
し
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を
す

れ
ば
良
い
の
か
浄
青
会
員
だ
か

ら
こ
そ
出
来
る
事
等
を
、
柔
軟

な
考
え
方
を
以
っ
て
活
動
し
て

い
っ
て
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。

今
後
は
浄
青
活
動
で
培
っ
た

経
験
を
活
か
し
、
僧
侶
と
し
て

の
活
動
に
役
立
て
、
日
々
精
進

し
過
ご
し
て
行
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。
〈
７
後
も
神
奈
川
浄
青

の
益
々
の
発
展
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
」

指
導
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高座組 法円寺
川瀬 和一 上人

大
学
在
学
中
か
ら
浄
青
の
話

は
よ
く
耳
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、

参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

卒
業
し
て
副
住
職
を
拝
命
し
て

か
ら
で
し
た
。
私
は
在
学
期
間

が
長
か
っ
た
の
で
浄
青
へ
の
参
加

年
数
は
二
十
年
に
は
足
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

浄
青
の
活
動
期
間
を
考
え
る

と
、
社
会
に
出
て
自
ら
収
入
を

得
る
よ
う
に
な
り
自
由
に
お
金

が
使
え
る
、
ち
ょ
つ
ど
バ
ブ
ル
の

時
期
（私
の
収
入
が
多
か
っ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
を
経
て
、

結
婚
し
子
供
が
で
き
て
お
金
が

自
由
に
使
え
な
い
時
期
と
り
つ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
社
会
人

と
し
て
の
育
成
の
時
期
に
浄
青

に
参
加
し
て
い
た
こ
と
に
な
る

の
で
し
ま
つ
ね
。

日
頃
、
殆
ん
ど
が
会
社
勤
め

の
日
々
で
し
た
の
で
あ
ま
り
多

く
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
浄
青
の

お
か
げ
で
寺
を
守
る
も
の
と
し

て
何
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か

を
気
軽
に
教
え
て
も
ら
え
る
大

切
な
機
会
を
得
た
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
人
々
の
志
向
が
多

様
化
す
る
時
代
に
お
い
て
、浄
青

の
活
動
が
浄
土
宗
僧
侶
育
成
の

大
切
な
機
会
で
あ
り
続
け
る
こ

と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鎌倉組信楽寺    小田原組大見寺    三浦組天養院
新原 千春 上人  木村 敦英 上人  吉水 祥史 上人
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松蔭 俊輔
小田原組
蓮乗寺
昭和57年 4月 9日

平成15年 12月
ラーメン

内緒です。
音楽鑑賞

阿川 貫雄
小田原組
常光寺
昭和56年 1月 20日

平成15年 12月

肉料理

特になし
音楽鑑賞 (レゲエ)

鈴木 崇仁
高座組
浄土院
昭和53年 10月 20日

平成11年 12月
コロッケ

長谷川京子
根付彫刻

上田 裕法
高座組
浄久寺
昭和45年 11月

平成 5年 12月

魚料理

水野美紀
魚釣

三 ハ
小り‖真弘
港南組
無量寺

4日 昭和56年 1月 18日

平成14年 12月

果物
特になし
読書

昭和56年 10月 28日

平成14年 12月

ラーメン

特になし

読書・散歩・将棋

【質問内容】

石川 基樹
港南組
正應寺
昭和52年 2月 24日

平成15年 12月
ピザ

原 千晶
バイク

沼倉 雄人
港北組
大蓮寺
昭和56年 8月 31日

平成14年 12月

中華
特になし

映画

水谷 竜也
港北組
龍安寺
昭和54年 5月 8日

平成15年 12月

白飯
ミムラ

音楽鑑賞

(異性 )プイタ

日
　
の

月
物
人

年
べ
能

日
満
食
芸

月
成
な
な

名
名
名
年
行
き
き
味

組
寺
氏
生
加
好
好
趣

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

大川 真一
港南組
浄念寺

出
向
者
紹
介

今
期
新
た
に
全
浄
青
幹
事
長
に
大
橋

定
敏
上
人

・
幹
事
に
冨
田
浩
雅
上
人
が

出
向
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
関
ブ
ロ
浄
青
常
任
理
事
に
渡

部
俊
賢
上
人

・
理
事
に
三
荒
弘
道
上

人

・
事
務
局
に
相
馬
正
覚
上
人
が
出
向

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
活
躍

を
期
待
い
た
し
ま
す
！

幹事    幹事長
冨田浩雅  大橋 定敏

常任理事
渡部 俊賢

理事
二荒 弘道

事務局員
相馬 正覚

四
月
よ
り
、
渡
部
新
会
長
以
下
、
神
浄
青
の

新
た
な
体
制
が
船
出
を
し
ま
し
た
。
我
々
編
集

委
員
会
の
顔
ぶ
れ
も

一
新
さ
れ
、
新
体
制
の
も

と
で
の
は
じ
め
て
の
神
浄
青
機
関
紙

「
浄
青
神

奈
川
」
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

号
よ
り
紙
面
も
新
た
に

「
各
種
講
習
会
案
内
」

「
豆
知
識
」
を
加
え
、
皆
様
に
向
け
更
に
多
く

の
情
報
を
お
伝
え
し
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
お

り
ま
す
。
当
編
集
委
員
会
に
皆
様
の
お
声
を
ど

し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
要
望
に
お
応
え

で
き
る
よ
う
頑
張

っ
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

編
集
委
員
会

一
同
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